
     

 

 

 

 

【フランソワ・サアーデ・レバノン柔道連盟会長への叙勲伝達式

の実施】 

 

２０２０年１２月２３日、大久保武駐レバノン大使は、フランソワ・サアーデ・レバノ

ン柔道連盟会長へ、旭日双光章を授与しました。 

今回の叙勲は、サアーデ氏の長きにわたるレバノンにおける柔道の普及、並びにレバノ

ンと日本の友好関係強化への顕著な貢献を称えるものです。１９９４年の柔道連盟創設

以降、サアーデ氏は、レバノンにおける柔道家育成の原動力として活躍しました。サア

ーデ氏の活躍もあり、レバノン人の柔道家はこれまで何度もオリンピックに出場してい

ます。 

伝達式は、バアブダの日本大使公邸にて開催され、シモン・アビー・ラミヤ・レバノン

議会青年スポーツ委員長、ムハンマド・オデイダート・青年スポーツ省スポーツ課長、

ハサン・ハイダル・レバノン・オリンピック委員会副委員長、及びその他スポーツ関係

者が出席しました。 

式典中のスピーチで、大久保大使は、サアーデ氏が長きにわたり二国間関係の強化に貢

献してきたことや、困難な状況下にあるレバノンの人々に励みを与えたことに対し、深

い謝意を表明しました。 

サアーデ氏は、叙勲に対する謝意を表明するとともに、今回の叙勲は二国間の友好関係

を具現化するものであると述べました。また、資金や物資の供与、トレーニングなどを

通じた日本によるレバノンにおける柔道及びその他の武道への支援に対して、謝意を述

べました。 

  

在レバノン日本国大使館 

令和２年１２月２３日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


